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国際外部評価
•Summary/Conclusion 
• OISTER is doing an extremely good job on the educational side, 
both in terms of training young astronomers and in preparing 
people for hi-tech jobs.  

• 5.5 Skills development, p.17  
• Systematic training opportunities for the doctoral students and 
postdocs are currently limited,  
• For some students, … the application form, which requires a 
detailed study plan for the short-term training program, is hard 
to complete. Introductory hands-on opportunities related to 
instrumentation could be considered as a new program.  
• The current educational programs provided by OISTER are very 
biased towards observational astronomy, lacking coverage of 
theoretical astronomy topics. 

これまでの取り組みに高い評価は得られているが、不足点も指摘されている



第3期の方針
これまでの取り組みは可能なかぎり継続しつつ、不足点を補う新しい取
り組みを徐々に追加していくのがよいのではないか。 

•短期滞在実習　→　継続  

•IRAF 講習会　→　継続（分光や偏光の解析も検討） 

•装置開発関連で、新しいプログラムを検討する
装置開発したい
けど、うちの大学に
は経験のあるスタッ
フがいない。



短期滞在実習プログラム
๏ 概要: 個人の希望に基づき、所属機関以外の望遠鏡や観測装置を利用して
スキルを学ぶ、もしくは、観測装置や観測システムの開発に関わる機会を
提供する。 

๏ 対象: OISTER機関に所属する大学院生・若手研究者 

๏ 支援内容: 滞在のための旅費を支給（国内のみ） 

๏ 滞在期間: 数日～1週間程度 

๏ 滞在可能機関・施設:　ほとんどのOISTER参加機関 その他
近赤外測光

偏光

装置等開発

分光

これまでの実習テーマ▶

これまでの実施件数 
- 第1期 2013-2016年度 16件 
- 第2期 2019-2021年度 6件



2022年度 実施課題

参加者 
所属、学年 テーマ 滞望先 進捗状況 滞在期間

埼玉大 
D2

近赤外線装置・国産近
赤外検出器運用︎のため
の︎基礎実習 
　→内容を調整

鹿児島大 日程確定済 3/20-24

๏ 11月末に募集開始 

๏ 滞在可能機関: すべてのOISTER参加機関 

๏ 1件応募 → 1件採択



初心者向け装置開発講習会
•講師: 高橋 英則さん（東京大学） 
•講義テーマ: 「天文観測機器開発あれこれ」 
•日時: 2023年1月11日（水）　13:30-17:30 
•開催形式: 対面とオンラインのハイブリッド形式 
•会場: 東京大学天文学教育研究センター 三鷹キャンパス　講義室 
•参加者数 
•現地: 13人（埼玉大、東工大、東大、兵庫県立大） 
•オンライン: 最大 ~30人 

•内容 
•座学 (2時間) 
• 相談会 (30分) 
• 東大天文センター 実験室見学（現地参加者のみ）(30分) 
• 国立天文台ATC見学（現地参加者のみ）(30分)



初心者向け装置開発講習会
•座学 
•装置開発の流れ（開発動機→ ・・・・・ → 研究成果） 
•様々な装置（MIRFI、Tomo-e Gozen、AKARI、MuSaSHI）の事例 
•機械設計や加工におけるTipsや注意点  

•相談会での相談内容 
•検出器に入るノイズを減らすには？（兵庫県立大） 
•実験室で平行光をどう作る？（兵庫県立大） 
•開発が思い通りに行かない時はどうする？（北大） 
•スペックル観測装置の現状について（兵庫県立大）



•1/11講習会の満足度 

•座学、見学の満足度は高い 
•相談会はもうひと工夫が必要か 
•アンケート「もっと雑談的に」vs 「事前に相談内容を収集しては」

装置開発プロ　アンケート



装置開発プロ　アンケート
•今後のプログラムのテーマ 

•「光学技術」「検出器」の希望が多い



装置開発プロ　アンケート
•今後のプログラムのスタイル 

•（意外と）座学が多い。



2022年度まとめと今後
•短期滞在実習プログラム 
•第2期から引き続き、2022年度も募集した 
•鹿児島大で1件実施予定 
•来年度以降も継続する予定 
• OISTER外からの受け入れ？ 
•例えば、連携機関内の他波長・隣接分野グループ、大学VLBI連携と
の相互受け入れ 

•装置開発支援プログラム 
•初めて「初心者向け装置開発講習会」を実施した 
•来年度も試行錯誤しながら、複数回のプログラムを実施したい 
•座学第2段を企画中


